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て
き
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
、
生
涯
愛
さ
れ
た
故
郷
鳥
取
県
境

港
に
お
け
る
情
愛
に
満
ち
た
暮
ら
し

が
お
人
柄
に
投
影
さ
れ
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
加

え
て
、
戦
時
中
の
筆
舌
に
尽
く
し
難

い
環
境
が
、
水
木
さ
ん
の
そ
の
後
の

人
生
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
に
は
、

死
線
を
さ
ま
よ
い
、
九
死
に
一
生
を

得
ら
れ
た
体
験
が
博
愛
を
導
き
、
そ

れ
に
よ
っ
て
万
人
が
癒
さ
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
思
い
を
大
切
に
受
け
継
ぎ
な

が
ら
、
よ
り
「
ぬ
く
も
り
」
の
感
じ
ら

れ
る
ま
ち
を
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

水
木
し
げ
る
さ
ん
、
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
木
し
げ
る
さ
ん
の
突
然
の
訃
報

に
接
し
、
し
ば
し
呆
然
と
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
お
目
に

か
か
る
う
ち
に
、
私
は
水
木
さ
ん
に

人
間
界
を
超
越
し
た
存
在
感
、
た
と

え
て
言
え
ば
、
あ
た
か
も
不
老
不
死

の
法
を
修
め
る
と
言
わ
れ
る
仙
人
の

よ
う
な
面
影
を
拝
見
し
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

水
木
さ
ん
は
、
無
限
に
優
し
い
方

で
し
た
。
数
年
前
、
心
無
い
人
間
に

よ
っ
て
天
神
通
り
の
鬼
太
郎
像
が
盗

ま
れ
る
と
い
う
残
念
な
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。
そ
の
時
も
、
決
し
て
犯

行
を
非
難
す
る
こ
と
な
く
、「
盗
ん
だ

人
に
悪
い
こ
と
が
無
け
れ
ば
い
い
が
」

と
、
逆
に
犯
人
を
気
遣
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
優
し
さ
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ

調
布
市
長

長
友
貴
樹

申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

漫
画
家
と
し
て
一
貫
し
て
追
求
さ
れ

て
い
た
「
自
然
へ
の
畏
怖
の
念
」
や

「
平
和
を
希
求
す
る
想
い
」
は
、「
ゲ

ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
を
は
じ
め
と
す
る

数
々
の
作
品
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち

に
よ
っ
て
、
今
後
も
世
代
を
超
え
て

引
き
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
半
世
紀
に
わ
た
り
お
住
ま

い
い
た
だ
い
た
、
こ
の
調
布
市
に
お

け
る
文
化
や
産
業
振
興
へ
の
御
貢
献

は
、
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

水
木
し
げ
る
さ
ん
、
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安
ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。

水
木
し
げ
る
さ
ん
の
思
い
出
と
し

て
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
平

成
20
年
３
月
の
調
布
市
議
会
の
本
会

議
場
で
執
り
行
わ
れ
た
、
調
布
市
名

誉
市
民
の
顕
彰
式
の
こ
と
で
す
。
市

長
を
は
じ
め
、
市
の
幹
部
職
員
と
と

も
に
私
も
一
議
員
と
し
て
出
席
を
し

て
お
り
ま
し
た
。
受
章
の
あ
い
さ
つ

に
立
た
れ
た
水
木
さ
ん
は
、「
名
誉

市
民
を
も
ら
っ
て
も
、
ど
っ
て
こ
と

…
…
」
と
本
音
も
ポ
ロ
リ
。
そ
の
ユ

ー
モ
ア
溢
れ
る
語
り
口
調
に
、
本
会

議
場
は
、
ド
ッ
と
笑
い
の
渦
と
な
り
、

一
気
に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
お
人
柄
を
偲
ば
せ
る
出
来

事
と
し
て
、
今
で
も
、
強
く
私
の
印

象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

水
木
さ
ん
の
御
功
績
は
、
今
さ
ら

調
布
市
議
会
議
長

鮎
川
有
祐

調
布
市
の
名
誉
市
民
、
水
木
し
げ

る
さ
ん
（
93
歳
）
が
平
成
27
年
11
月

30
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

水
木
し
げ
る
さ
ん
は
、
大
正
11
年

に
大
阪
市
で
生
ま
れ
、
間
も
な
く
鳥

取
県
境
港
市
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

21
歳
で
徴
兵
さ
れ
出
征
し
、
激
戦
地

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
の
ラ
バ
ウ
ル
で

爆
撃
の
た
め
左
腕
を
切
断
。
昭
和
21

年
に
復
員
後
、
漫
画
家
と
し
て
デ
ビ

ュ
ー
し
、
昭
和
34
年
に
調
布
市
富
士

見
町
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
市
の
図
書
館
だ
よ

り
の
表
紙
絵
を
描
き
下
ろ
し
て
い
だ

だ
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
市
に

貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鬼

太
郎
が
描
か
れ
た
ミ
ニ
バ
ス
や
自
転

車
駐
車
場
な
ど
の
ほ
か
、
天
神
通
り

商
店
街
の
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
多
く
の
市
民
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

水
木
さ
ん
を
偲
び
、
こ
れ
ま
で
の

調
布
市
と
の
関
わ
り
を
振
り
返
り
ま

す
。

年　　　　　　　　　　　　　　内 容

大正11（1922）年 大阪市住吉区に生まれ、生後間もなく鳥取県境港市に移り住む

昭和18（1943）年 召集されラバウルに出征

昭和19（1944）年 戦地でマラリアを発症。焼夷弾で左腕を失う

昭和21（1946）年 ラバウルから日本へ復員

昭和33（1958）年 「ロケットマン」で漫画家デビュー

昭和34（1959）年 調布市民となる

昭和35（1960）年 「幽霊一家・墓場鬼太郎」を刊行

昭和36（1961）年 布枝さんと結婚

昭和38（1963）年 「悪魔くん」を刊行

昭和39（1964）年 漫画誌「ガロ」が創刊。人気漫画家となる

昭和40（1965）年 「テレビくん」で第6回講談社児童まんが賞を受賞

昭和41（1966）年 株式会社水木プロダクション設立

昭和42（1967）年 「墓場の鬼太郎」のテレビアニメ化に伴い「ゲゲゲの鬼太郎」と改題

昭和43（1968）年 「ゲゲゲの鬼太郎」のテレビアニメ放映開始

昭和48（1973）年 戦争体験をもとにした漫画「総員玉砕せよ！」を発表

昭和52（1977）年 自伝「のんのんばあとオレ」を刊行

昭和63（1988）年 自伝的漫画「コミック昭和史」を刊行

平成03（1991）年 紫綬褒章受章

平成08（1996）年 日本漫画家協会賞文部大臣賞を受賞　

平成15（2003）年 旭日小綬章を受章

平成19（2007）年 「のんのんばあとオレ」でアングレーム国際マンガフェスティバ

ル最優秀作品賞を受賞

平成20（2008）年 調布市名誉市民となる

平成21（2009）年 「総員玉砕せよ！」でアングレーム国際マンガフェスティバル遺

産賞を受賞。2008年度朝日賞を受賞

平成22（2010）年 文化功労者に選出される

平成23（2011）年 東京都名誉都民となる

平成24（2012）年 「総員玉砕せよ！」でウィル・アイズナー賞最優秀アジア作品賞を受賞

平成27（2015）年 「コミック昭和史」でウィル・アイズナー賞最優秀アジア作品賞を受賞

故 水木しげる氏（本名：武良 茂）の略歴

狡水木プロ

水木しげるさんを名誉市民に
漫画を通しての調布市への貢献や文化

の興隆、さらには多くの市民から愛され
ていることから、平成20年3月に名誉
市民に推戴しました。顕彰式であいさつ
に立った水木さんは、「こういう席で何
か一言といわれても、うれしいと言わざ
るを得ないし、悲しいとは言えないです
な。まあ、ありがとうございましたとい
うことで、終わりでございます」と話さ
れ、場内は笑いの渦に包まれました。

市報ちょうふでの対談エピソード
昭和45年の元旦号で、水木さんは、「平和を維持するとい

う大きな目標があることを忘れている人が多いですね。」と平
和の大切さを訴えました。また、「どうして自然を守らないん
でしょうね。大きな立派な木をどんどん切っていますね。深大
寺も十年すれば、どうなるでしょうか。あの周辺だけでも守り
抜きたいですがねぇ…。」と自然保護の大切さにも触れられて
いました。
また、平成22年の元旦号では、水木さんの妻・武良布枝さ

んと長友市長の新春対談をご紹介しました。同席された水木さ
んは、水木夫妻にとって
の調布は？という質問に、
「私が来たころから畑で
したけどね、今でも畑で
すよ。だから昔と変わら
ない。でもビルなんか見
ているよりは畑のほうが
頭がすっきりするもので
した。だから具合はいいです。頭がますますさえてきます。深
大寺なんかいいね。」と笑顔で答えておられました。

名誉市民

●水木しげるさんの献花台を設置
平成27年12月27日豸（予定）まで、文化会館たづくり1階エントランスに、献花台を設置しています。



水木しげるさんと調布市の主なあゆみ

 年　　　月 内　　　　　　　容
 
昭和45（1970）年 1月

 市報ちょうふ元旦号で新春放談「人間らしく生きたい
  な」を掲載
 
昭和63（1988）年 7月

 図書館だより「調布を描く」シリーズ始まる
  （No.128～No.156の７年間）
 平成 3（1991）年10月 紫綬褒章受章記念「水木しげる原画展」を開催
 平成 8（1996）年10月 天神通り商店会が「ゲゲゲの鬼太郎」のキャラクター
  ・モニュメントを設置
 
平成14（2002）年 7月

 水木しげるさんの原画展を開催。「ゲゲゲの鬼太郎」、
  「河童の三平」、「悪魔くん」をはじめ、調布にちな
  んだ作品、妖怪像などを展示
 平成15（2003）年 3月 調布市ミニバスに鬼太郎が描かれる
 10月 深大寺に「鬼太郎茶屋」がオープン
 

12月
 譁水木プロダクションが鬼太郎の木版画「妖怪道五十

  三次　京都　晴姿妖怪道中」を市に寄贈
 
平成18（2006）年11月

 「地域を見守るみんなの目」のポスターとステッカ
  ーを作成
 
平成19（2007）年11月

 盗まれた天神通り商店街の「ゲゲゲの鬼太郎」モニュ
  メントが半年で復活
 
平成20（2008）年 3月

 水木しげるさんを名誉市民に（名誉市民顕彰式）
  武良布枝さん「ゲゲゲの女房」を出版
 
平成21（2009）年 4月

 調布限定の「ゲゲゲの鬼太郎ポストカード」発売
  ＮＨＫ連続テレビ小説「ゲゲゲの女房」放送決定
 5月 市役所に水木さんの「等身大パネル」を設置
 8月 市職員「ゲゲゲの鬼太郎」の名刺を使用開始
 10月 第4回境港妖怪検定が初めて調布市で開催される
 平成22（2010年） 1月 市報ちょうふ元旦号で武良布枝さん単独インタビュー
 2月 「名誉市民　水木しげる展」を開催（～3月22日）
 

3月

 ゲゲゲの鬼太郎特別住民票交付開始（88歳誕生日を
  記念）
  知的障害者通所授産施設「ふぁんふぁーれ」（小島町
  1－22－7）でゲゲゲの「妖怪焼き」発売開始
  ＮＨＫ連続テレビ小説「ゲゲゲの女房」放送開始
 

4月
 石原小前公園（富士見町2－19）に「鬼太郎公園」の

  通称が誕生
 

5月
 調布市観光案内所「ぬくもりステーション」がオープ

  ン（～平成25年10月31日）
 

6月
 「調布のまちと水木しげるさん」ギャラリー展示を開

  催（～9月23日）
 7月 ゲゲゲの鬼太郎ナンバープレート交付開始
 

10月
 水木しげるさん、武良布枝さん、譁水木プロダクショ

  ンに、市から感謝状を贈呈
 

11月
 平成22年度市政功労者「特別功労」で武良布枝さん

  を表彰
 平成23（2011）年 3月 市の諸証明用改ざん防止用紙に「目玉おやじ」を使用
 
平成24（2012）年 3月

 卒寿記念イベント「妖怪の棲むところ」を開催（3月
  8日で90歳）。市から手形プレートを贈呈
 

8月
 「ゲゲゲの女房」の主題歌である、いきものがかり「あ

  りがとう」が調布駅の列車接近メロディーに
 
平成26（2014）年 9月

 鬼太郎、猫娘、一反もめんが描かれた調布駅北第一自
  転車駐車場がオープン
 
平成27（2015）年 8月

 「水木しげるの戦争と新聞報道展」を開催（～9月13日）
  調布駅北第一自転車駐車場前に妖怪ポストを設置

図書館だより「調布を描く」シリーズ
　図書館だよりNo.128（昭和63年7月
15日発行）～No.156までの7年間に渡
って、調布の風景を描き続けていただき
ました。描き下ろしは終了しましたが、
現在でも「鬼太郎」が図書館だよりの表
紙を飾り続けています。

天神通り商店会が「ゲゲゲの鬼太郎」の
　　　キャラクター・モニュメントを設置
　布多天神社への参道でもある天神通り商
店街では、鬼太郎やねずみ男、一反もめん
などのキャラクター・モニュメントに出会
えます。

調布市ミニバスに鬼太郎が描かれる
　調布市のミニバスに、鬼太郎が最初に描
かれたのは平成15年に運行開始した東路
線でした。現在は全ての路線のミニバスに
描かれ、「鬼太郎バス」の愛称で親しまれて
います。

NHK連続テレビ小説
　　　　　　　「ゲゲゲの女房」放送
　水木さんの妻・武
良布枝さんの自伝「ゲ
ゲゲの女房」を原案
とした昭和の青春物
語です。調布を舞台
に、好きなことに命
がけで打ち込む夫を
支え、おおらかに、
そして朗らかに生き
ていくヒロインとその家族が描かれまし
た（平成22年3月29日～9月25日、全
156回）。ドラマのエンディングでは、
調布の風景がいくつも紹介され、多くの
人々の関心が集まりました。

深大寺に「鬼太郎茶屋」オープン
　平成15年、深大寺
の門前に「鬼太郎茶
屋」がオープン。お
店の内外のいたると
ころで妖怪たちが待
ち受けています。1階
には鬼太郎グッズが
買えるショップや妖
怪喫茶、2階には水
木さんの妖怪画など
を展示した妖怪ギャ
ラリーがあります。

「名誉市民　水木しげる展」を開催
　水木さんの歩んできた道や、調布が舞台
となった作品、仕事を支えてきた家族との
つながり、平和の大切さなど、さまざまな
視点から「調布のまちの水木サン」が紹介
されました。展示会場に来場された水木さ
んは「とてもよかったです。だって水木サ
ンが出てるわけですから」と話し、周囲を
笑いに包んでいました。

鬼太郎たちが描かれた調布駅北第一自転車
駐車場がオープン
　平成26年9月1日に開設した調布駅北
第一自転車駐車場の外観には、
鬼太郎、猫娘、一反もめんが
大きく描かれています。また、
平成27年8月、同自転車駐
車場前に「妖怪ポスト」が設
置されました（協力：上布田
商栄会）。

「水木しげるの戦争と新聞報道展」を開催
　戦後70年を迎えた今年の夏、水木さんの過酷な戦争
体験をもとに描
いた漫画「総員
玉砕せよ！」や
「ラバウル戦記」
などの作品とと
もに、当時の新
聞記事を展示し
ました。展示会
場に来館された際のNHKの取材で、水木さんは戦争に
ついて「奇跡的に生き延びたって感じなんです。あまり
思い出したくない。いやなことが多すぎて。戦争は即、
死と考えなきゃいかんですよ。」と話されていました。

ゲゲゲの鬼太郎ナンバープレートの交付
　ゲゲゲの鬼太郎キャラクターが入った、
原動機付自転車（総排気量50cc以下）の
ナンバープレートを交付しています。

石原小前公園に「鬼太郎公園」の通称誕生
　石原小前公園は、水木さんの自宅が近い
ことから、平成22年4月に「鬼太郎公園」
の通称がつきました。小学校に面した入口
の看板で鬼太郎が出迎えます。

ゲゲゲの鬼太郎特別住民票の交付
　ゲゲゲの鬼太郎が調布市に住んでいるこ
とを証明する「ゲゲゲの鬼太郎特別住民票」
を作成し、希望者に交付しました。
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鬼太郎に会えるまち　ちょうふ
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